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　きたかみ子育てサークル連合主催の｢クリスマス会｣ 

は11日、さくらホールで行われました。

　親子81組が参加。親子ダンスなどが行われたほか、

サンタクロースから子どもたちにプレゼントが手渡さ

れ、少し早いクリスマスを楽しんでいました。

　サンタクロースからプレゼントをもらった居村美
み さ と

怜

ちゃん(３歳・さくら通り)は｢お菓子をもらったので、

帰ったらお父さんと一緒に仲良く食べたい｣と笑顔で

話していました。

楽しさ分かり歓声響く

　市テニス協会主催のキッズテニス教室in北上は11月

25日、北上勤労者体育センターで行われました。

　講師は、NPO法人テニスチャレンジいわて2020の

四戸健太郎さん。参加者はラケットを握る前にワンバ

ウンドしたボールを取る練習などを行い、徐々にボー

ルを打ち合うなど、テニスの楽しさに触れていました。

　兄の清
き よ た か

高君(飯豊小４年)と参加した金井千
ち な つ

夏ちゃん

(６歳・村崎野)は｢相手とボールをつなげるのが難し

かったけど、楽しかった｣と話していました。

キッズテニス教室in北上

きたかみ子育てサークル連合｢クリスマス会｣
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サンタさんに大喜び！
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10周年ロゴマーク決定

　さくらホール開館10周年記念ロゴマークが決定し、

発表は11月27日、さくらホールで行われました。

　ロゴマーク最優秀賞は｢サクラ｣をモチーフに10枚

の花びらで開館10周年をイメージ。明るい未来に向

かって、躍動・飛翔するとともに、さくらホールの魅

力をＰＲ・発信する輝き・広がりをデザインしたグラ

フィックデザイナーの堀江豊さん(63歳・広島県廿
は つ か い ち

日市

市)が選ばれました。このロゴマークは10周年記念事

業の際に使用されます。
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穏やかな新年を祈って

　みちのく民俗村主催の年中行事再現｢年縄づくり｣は

８日、同民俗村体験工房で行われました。

　年縄とは禍
わざわい

の神が入ってこないように門口や建物の

入り口などに飾って境を示し歳神様をお迎えするため

のもので、しめ縄のこと。参加者は年縄を作りながら

新年を穏やかに迎えられることを祈っていました。

　初めて参加した近藤直
な お や

弥君(南小４年)は｢縄をよる

のが難しかったけど楽しかった。玄関先に飾って新年

を迎えます｣と話していました。

さくらホール開館10周年プレイベント

年中行事再現｢年縄づくり｣
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科学の面白さに触れる

　一関工業高等専門学校主催の電気・情報を楽しむ日

inパルは15日、江釣子ショッピングセンターで行われ

ました。

　ロボットのプログラミング、LEDキャンドル作

り、静電気やプラズマを感じる体験などが行われ、参

加した親子などは、科学の面白さに触れていました。

　ロボット操縦体験をした古谷拓
た く む

夢君(江釣子小１年)

は｢ロボットを思い通り動かせて、楽しかった｣と話し

ていました。

電気・情報を楽しむ日inパル
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百歳これからもお元気で

　常盤台にお住まいの白井サワさんが百歳を迎え７日、

自宅に髙橋市長が訪問し祝い状と記念品を贈りました。

　サワさんは大正元年12月７日、旧黒沢尻町生まれ。

21歳で故四郎さんと結婚し、子５人をもうけ、孫５

人、ひ孫３人に恵まれています。性格は頑固で負けず

嫌い。民謡や昔の歌が好きで、最近は水戸黄門の歌を

口ずさんでいるそうです。

　長女の山口久子さんは｢これからも元気でいて欲し

い｣と話していました。

　川岸にお住まいの阿部チヨさんが百歳を迎え11月

19日、デイサービスセンター常盤台で祝う会が行わ

れました。チヨさんは大正元年11月19日、旧黒沢尻

町生まれ。21歳で故多治郎さんと結婚し、子１人を

もうけ、孫２人、ひ孫２人に恵まれています。手先が

器用で、和服を縫ったり、裁縫を教えていたそうです。

　チヨさんは｢私は元気ですので、皆さんも元気でい

てください｣と祝ってくれる入所へあいさつしていま

した。

白井サワさん

阿部チヨさん
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互いに共通理解深める

　市やＮＰＯ法人、自治組織などで構成する文化のま

ち育て協議会主催の文化のまち育てシンポジウムは

11月23日、さくらホールで開催されました。

　同協議会の活動と計画図を紹介したパネル展や弘前

大学教育学部教授の北原啓司さんによる講演が行われ

ました。続いて、トークセッション｢まちの未来を考

える｣では、同協議会の取り組みやまち育ての進め方

について意見を交わし、市民参加による公共の場整備

の在り方について共通理解を深めていました。

文化のまち育てシンポジウム


